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あ
り
が
と
う
、私
た
ち
の
学
校
―

平
成
28
年
３
月
、永
い
歴
史
の
あ
る
市
内
小
学
校
４
校
が
閉
校
を
迎
え
た
。

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
と
き
を
刻
ん
だ
。

母
校
へ
の
親
し
み
は
、在
校
生
も
卒
業
生
も
地
域
の
人
々
も
変
わ
ら
な
い
。

閉
校
式
で
は
、こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

当
時
の
思
い
出
を
懐
か
し
ん
だ
。

そ
し
て
、春
―
。新
た
な
学
び
舎
で
歴
史
は
刻
ま
れ
る
。

古
城
、坂
梨
、宮
地
、尾
ヶ
石
東
部
の
４
小
学
校
が
閉
校

閉 校 記 念 式 典 特 集
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阿蘇市立古城小学校
所在地 阿蘇市一の宮町中通 2177 番地
創　立 明治 6 年（143 年）
児童数 47 人
卒業者数 4,182 人（平成 27 年度末）
校長 石本明史　教頭 坂田菊美 　

古
城
小
学
校
閉
校
式
典
は
２
月
21

日
、全
校
児
童
、保
護
者
、地
域
住
民
、関

係
者
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、石
本
明
史
校
長
が「
閉
校

は
終
わ
り
で
は
な
く
新
た
な
ス
タ
ー

ト
。古
城
小
の
教
育
理
念
や
精
神
は
一

の
宮
小
へ
引
き
継
ぎ
、新
た
な
学
校
を

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
願
う
」と
あ

い
さ
つ
。全
校
児
童
を
代
表
し
て
６
年

の
岩
川
舜き
よ
ら來

さ
ん
が「
古
城
の
子
ど
も

と
し
て
、家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
て
い
き
た
い
。こ
れ
か
ら
も

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」と
お
別

れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
は
、学
校
の
思
い
出
や
地

域
の
魅
力
な
ど
を
映
像
や
寸
劇
を
交
え

発
表
。親
し
ん
だ
学
び
舎
と
の
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

学 校 沿 革

古城小学校
仲間とともに 夢に向かってがんばる 古城の子どもの育成

地震、水害乗り越え地域とともに歩んだ143年
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１ 

全
校
児
童
に
よ
る
合
唱「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
』を
歌

い
会
場
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
た　

２ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建

立
さ
れ
た
閉
校
記
念
碑　

３ 

ま
ど
か
学
童
ク
ラ
ブ
に
よ

る
太
鼓
が
記
念
碑
除
幕
式
に
花
を
添
え
た　

４ 

同
校
出

身
の
江
藤
晃
氏
が「
小
学
校
の
思
い
出
」と
題
し
講
演
。当

時
の
時
代
背
景
を
交
え
学
校
の
状
況
を
伝
え
た　

５ 

全

校
児
童
が
学
校
生
活
の
思
い
出
を
発
表
し
た

●明治　6　 三野小学校、手野小学校創立

●明治 19　 三野小学校、手野小学校を合
併し坂梨村立梨陽小学校支
校として発足

●明治 22　 尋常古城小学校創立

●明治 25　 尋常古城小学校を改め、古城
尋常小学校となる

●明治 41　 義務教育年限延長に伴う運
動場拡張

●昭和 16　 国民学校令の施行により古
城村立古城国民学校となる

●昭和 25　現在地に校舎新築移転

●昭和 28　 6.26 水害で床上浸水、校舎・
備品に損害

●昭和 29　 町村合併により一の宮町立
古城小学校となる

●昭和 33　校歌ができる

●昭和 48　創立１００周年記念式典開催

●昭和 50　 1 月 23 日、マグニチュード 5
の地震発生により学校に被害

●昭和 59　新校舎完成

●平成　2　 NHK 全国学校音楽コンクー
ル県大会銀賞、熊日学童音楽
コンクール合唱優秀賞受賞

●平成　5　 熊日 PTA 新聞コンクール優
良賞受賞（6・12・13・23 年度
にも受賞（優秀賞））

●平成　7　 北九州市立古城小学校から
来校し交流会

●平成 17　 町村合併により阿蘇市立古
城小学校となる

●平成 18　 全国「手紙作文コンクール」
絵手紙部門学校賞受賞

●平成 23　 基礎学力向上システム推進
事業モデル校研究発表会

WebTV アソ
動 画
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坂
梨
小
学
校
閉
校
式
典
は

２
月
27
日
、全
校
児
童
、保
護

者
、地
域
住
民
、関
係
者
な
ど

約
３
５
０
人
が
参
加
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、和
田
孝
司
校

長
が「
地
域
、家
庭
、学
校
が

三
位
一
体
と
な
っ
て
心
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ら
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」と

あ
い
さ
つ
。全
校
児
童
を
代

表
し
て
６
年
の
三
石
輝ひ
か
りさ

ん

が「
坂
梨
小
で
の
思
い
出
は

心
に
残
る
大
切
な
宝
物
。支

え
て
く
れ
た
学
校
や
地
域
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

は
忘
れ
ま
せ
ん
」と
述
べ
、小

学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま

知・徳・体の調和のとれた、たくましい坂梨の子どもを育む

地域住民密着！先人の教育伝統受け継ぐ学校 1
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●
明
治
６　

 

坂
梨
村
字
北
駄
原
に

創
設
し
公
立
坂
梨
小

学
校
と
な
る

●
明
治
11　

 

字
平
口
に
移
転
し
隆

成
学
校
と
な
る

●
明
治
20　

 

字
北
櫨は
ぜ

の
木
に
新
設

移
転
し
梨
陽
尋
常
小

学
校
と
な
る

●
明
治
25　

 

坂
梨
尋
常
小
学
校
と

な
る

●
大
正
２　

恩
師
碑
建
立

●
大
正
４　

 

坂
梨
農
業
補
習
学
校

併
設

●
大
正
11　

 

高
等
科
を
併
設
し
坂

梨
尋
常
高
等
小
学
校

と
な
る

●
大
正
15　

 

坂
梨
青
年
訓
練
所
を

併
設

●
昭
和
10　

 

坂
梨
青
年
学
校
を
併

設（
青
年
訓
練
所
廃
止
）

●
昭
和
16　

 

国
民
学
校
令
の
施
行

に
よ
り
坂
梨
国
民
学

校
と
な
る

●
昭
和
22　

 

高
等
科
を
廃
止
し
坂

梨
村
立
坂
梨
小
学
校

と
な
る

●
昭
和
29　

 

町
村
合
併
に
よ
り
一

の
宮
町
立
坂
梨
小
学

校
と
な
る

●
昭
和
30　

校
歌
、校
旗
制
定

●
昭
和
48　

 

創
立
１
０
０
周
年
記

念
式
典
開
催

●
昭
和
54　

新
校
舎
落
成

●
昭
和
60　

相
撲
場
完
成

●
平
成
９　

 

交
通
安
全
優
良
校
受

賞

●
平
成
11　

 

古
閑
の
虎
舞
活
動
開

始

●
平
成
15　

 

読
書
活
動
優
秀
実
践

校
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞

●
平
成
17　

 「
古
閑
の
虎
舞
」「
坂
梨

小
学
校
保
存
教
科
書
」

町
指
定
文
化
財
に

●
平
成
17　

 

町
村
合
併
に
よ
り
阿

蘇
市
立
坂
梨
小
学
校

と
な
る

●
平
成
23　

 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
会
長
賞
受
賞

●
平
成
25　

 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

教
育
賞
優
秀
賞
受
賞

し
た
。

　

式
典
後
の
記
念
行
事
で

は
、坂
梨
小
創
立
の
数
十
年

前
に
設
立
さ
れ
た
永
井
塾
設

立
者
の
子
孫
に
あ
た
る
永
井

勝
利
氏
に
よ
る
講
演
や
、市

指
定
民
俗
文
化
財「
古
閑
の

虎
舞
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

１ 式典後、校庭に建立された閉校記念碑を囲み記
念撮影　２ 全校児童の合唱　３ 永井氏が、坂梨地
区に存在した永井塾の歴史などについて講演　４ 
坂梨小に伝承されている古閑の虎舞を披露　５ 校
歌斉唱。校歌が体育館に響き渡った

阿蘇市立坂梨小学校
所在地  阿蘇市一の宮町
　　　 坂梨 3028 番地
創　立 明治 6 年（143 年）
児童数 57 人
卒業者数 4,577 人
　　　　 （平成 27 年度末）
校長 和田孝司　教頭 村上悦郎

坂梨小学校

34

WebTV アソ
動 画

学 校 沿 革


